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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走査型レーザプロジェクタであって、
　変調された光ビームを反射するための走査ミラーと、
　駆動電流により駆動されると前記変調された光ビームを生成するためのレーザダイオー
ドと、
　前記レーザダイオードを前記駆動電流で駆動するように結合された電流駆動装置と、 
　　
　前記電流駆動装置にプログラマブル電圧を供給するように結合されたプログラマブル電
源と、
　ビデオデータを受信し、かつピクセルを照射するように前記電流駆動装置を駆動するビ
デオ処理装置と、を備えており、
　前記ビデオ処理装置は、将来照射されるべきピクセルの将来の駆動値を記憶するための
ピクセルバッファと、前記ピクセルバッファに記憶される前記将来の駆動値に応答して将
来のプログラマブル電圧を決定するための先読み回路とを含み、
　前記先読み回路は、前記ピクセルバッファの少なくとも一部分における将来のピーク駆
動値を検出するためのピーク検出器を備え、
　前記先読み回路は、前記将来のピーク駆動値によって将来のプログラマブル電圧を決定
する時間周期の長さをウィンドウサイズとして特定し、各時間周期内にグループ分けされ
るべきピクセルの数を、前記プログラマブル電源を変調できる速度とシステムが許容する
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スイッチングノイズの量に基づいて決定し、
　さらに前記先読み回路は、将来照射される複数のピクセルに亘るレーザダイオードの最
大電流駆動値を決定し、前記最大電流駆動値で前記レーザダイオードを駆動するための最
小電源電圧を決定し、前記最小電源電圧を前記電流駆動装置へ提供する回路であることを
特徴とする走査型レーザプロジェクタ。
【請求項２】
　前記先読み回路は、前記レーザダイオードを駆動するための最小電源電圧を決定するた
めに、前記レーザダイオード電流駆動値をレーザダイオード接合電圧にマッピングし、得
られた電圧値に電圧のヘッドルーム値を加算することを特徴とする請求項１記載の走査型
レーザプロジェクタ。
【請求項３】
　前記先読み回路は、ビデオデータフレーム当たり１つの将来のプログラマブル電圧を決
定することを特徴とする請求項１に記載の走査型レーザプロジェクタ。
【請求項４】
　前記先読み回路は、ビデオデータライン当たり１つの将来のプログラマブル電圧を決定
することを特徴とする請求項１に記載の走査型レーザプロジェクタ。
【請求項５】
　前記先読み回路は、ビデオデータライン当たり複数の将来のプログラマブル電圧を決定
することを特徴とする請求項１に記載の走査型レーザプロジェクタ。
【請求項６】
　前記プログラマブル電圧源は、スイッチング電源を備えることを特徴とする請求項１に
記載の走査型レーザプロジェクタ。
【請求項７】
　走査型レーザプロジェクタの駆動方法であって、
　レーザダイオードを駆動する将来のプログラマブル電圧を決定する時間周期の長さをウ
ィンドウサイズとして特定し、
　各時間周期内にグループ分けされるべきピクセルの数を、前記プログラマブル電源を変
調できる速度とシステムが許容するスイッチングノイズの量に基づいて決定し、
　走査型レーザプロジェクタによって将来照射される複数のピクセルに亘ってレーザダイ
オードの最大電流駆動値を決定し、
　電流駆動装置が前記レーザダイオードを前記最大電流駆動値で駆動するために必要な最
小電源電圧を決定し、
　電源を、前記複数のピクセルが照射される期間に亘って、前記最小電源電圧を前記電流
駆動装置へ提供するようにプログラムすることを含むことを特徴とする方法。
【請求項８】
　将来照射される前記複数のピクセルは、ピクセルのフレームに相当することを特徴とす
る請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　将来照射される前記複数のピクセルは、ピクセルのラインに相当することを特徴とする
請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　将来照射される前記複数のピクセルは、１つ未満のピクセルラインに相当することを特
徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　最小電源電圧を決定することが、電圧のヘッドルーム値を、前記レーザダイオードを前
記最大電流駆動値で駆動する時に結果として生じるレーザダイオード電圧に加算すること
を含むことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　最大電流駆動値を決定することが、ピクセルバッファに記憶されている最大電流駆動値
を求めることを含むことを特徴とする請求項７に記載の方法。
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【請求項１３】
　前記ピクセルバッファは、１つのピクセルラインを記憶することを特徴とする請求項１
２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ピクセルバッファは、１つのピクセルフレームを記憶することを特徴とする請求項
１２に記載の方法。
【請求項１５】
　モバイル機器であって、
　ビデオ源と、
　前記ビデオ源からのビデオデータを受信するように結合される走査型レーザプロジェク
タと、を備えており、
　前記走査型レーザプロジェクタが、
　　変調された光ビームを反射するための走査ミラーと、
　　駆動電流により駆動されると前記変調された光ビームを生成するためのレーザダイオ
ードと、
　　前記レーザダイオードを前記駆動電流で駆動するように結合された電流駆動装置と、
　　前記電流駆動装置にプログラマブル電圧を供給するように結合されたプログラマブル
電源と、
　　ビデオデータを受信し、かつピクセルを照射するように前記電流駆動装置を駆動する
ビデオ処理装置と、を備えており、
　　前記ビデオ処理装置は、将来照射されるべきピクセルの将来の駆動値を記憶するため
のピクセルバッファと、前記ピクセルバッファに記憶される前記将来の駆動値に応答して
将来のプログラマブル電圧を決定するための先読み回路とを含み、
　前記ピクセルバッファの少なくとも一部分における将来のピーク駆動値を検出するため
のピーク検出器を備え、
　前記先読み回路は、前記将来のピーク駆動値によって将来のプログラマブル電圧を決定
する時間周期の長さをウィンドウサイズとして特定し、各時間周期内にグループ分けされ
るべきピクセルの数を、前記プログラマブル電源を変調できる速度とシステムが許容する
スイッチングノイズの量に基づいて決定し、
　さらに前記先読み回路は、将来照射される複数のピクセルに亘るレーザダイオードの最
大電流駆動値を決定し、前記最大電流駆動値で前記レーザダイオードを駆動するための最
小電源電圧を決定し、前記最小電源電圧を前記電流駆動装置へ提供する回路であることを
特徴とするモバイル機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　典型的には、走査型レーザプロジェクタは、画像を表示するために、変調されたレーザ
光線をラスターパターンで走査する。
【背景技術】
【０００２】
　レーザ光源と変調されたレーザビームの生成に使用される関連する駆動回路は、典型的
には、走査型レーザプロジェクタにより消費される全電力のうちのかなりの割合を消費す
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　電力消費量の低減は、手持ち式装置（ｈａｎｄｈｅｌｄ　ｄｅｖｉｃｅ）におけるバッ
テリ寿命を延ばすことを含む多くの理由で望ましい。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
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【図１】図１は、本発明の様々な実施形態による走査型レーザプロジェクタを示す。
【図２】図２は、本発明の様々な実施形態による、固定電源電圧とプログラム可能電源電
圧とを比較したグラフを示す。
【図３】図３は、本発明の様々な実施形態による、レーザ光源およびその簡略化された図
を示す。
【図４】図４は、本発明の様々な実施形態による、典型的なレーザダイオードのＩ－Ｖ曲
線を示す。
【図５】図５は、本発明の様々な実施形態による、省電力のグラフを示す。
【図６】図６は、本発明の様々な実施形態による、先読み回路の詳細を示す。
【図７】図７は、図６の先読み回路の動作を示す。
【図８】図８は、本発明の様々な実施形態による、ラインバッファと通信する先読み回路
の詳細を示す。
【図９】図９は、本発明の様々な実施形態による、プロセッサを含む先読み回路を示す。
【図１０】図１０は、本発明の様々な実施形態による、複数の先読み回路を有する走査型
レーザプロジェクタの一部分を示す。
【図１１】図１１は、本発明の様々な実施形態による方法のフローチャートを示す。
【図１２】図１２は、本発明の様々な実施形態によるモバイル機器のブロック図を示す。
【図１３】図１３は、本発明の様々な実施形態によるモバイル機器を示す。
【図１４】図１４は、本発明の様々な実施形態による、ヘッドアップディスプレイシステ
ムを示す。
【図１５】図１５は、本発明の様々な実施形態によるめがね型機器を示す。
【図１６】図１６は、本発明の様々な実施形態によるゲーム機を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　詳細な説明
　以下の詳細な説明では、発明の様々な実施形態を例示として示す添付の図面を参照する
。これらの実施形態の説明は、当業者が本発明を実施することを可能にするに足る詳細な
ものである。本発明の様々な実施形態は、異なるものではあるが、必ずしも互いに排他的
なものではない点は理解されるべきである。例えば、１つの実施形態に関連して記述され
る特定の特徴、構造または特性は、本発明の範囲を逸脱することなく、他の実施形態にお
いて実現されることができる。さらに、開示される各実施形態における個々の要素の位置
または配置が、本発明の範囲を逸脱することなく変更され得ることも理解されるべきであ
る。したがって、以下の詳細な説明は、限定的な意味に捉えられるべきものではなく、本
発明の範囲は、適正に解釈される添付の請求項、ならびに請求項が権利を有する等価物の
全範囲によってのみ規定される。図面において、類似の数字は、幾つかの図を通じて同じ
、または類似の機能を指す。
【０００６】
　図１は、本発明の様々な実施形態による走査型レーザプロジェクタを示す。走査型レー
ザプロジェクタ１００は、ビデオ処理用構成要素１０２と、プログラマブル電圧源１２０
（ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｖｏｌｔａｇｅ　ｓｏｕｒｃｅ、プログラム制御可能な電
圧源）と、光源１３０と、走査ミラー１６２を有する微小電子機械システム（ＭＥＭＳ）
装置１６０と、ミラー駆動回路１１６とを含む。走査型レーザプロジェクタ１００は、案
内用光学素子１３４および１３６（ｇｕｉｄｅ　ｏｐｔｉｃ）も含む。
【０００７】
　作動中、ビデオ処理用構成要素１０２は、処理１０１（ｎｏｄｅ、送受信局）上でビデ
オデータを受信し、かつ処理１０７上で、ピクセルが表示されるべきときに光源１３０を
駆動するために使用されるピクセル駆動値を生成する。処理１０１上のビデオデータは、
典型的には直線格子上のピクセルデータと共に受信される画像ソースデータを表すが、こ
れは、必須ではない。例えば、処理１０１上のビデオデータは、任意の解像度（例えば、
６４０×４８０、８４８×４８０、１９２０×１０８０）におけるピクセル格子を表して
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もよい。走査型レーザプロジェクタ１００は、符号１８０に示されるラスターパターンを
走査する走査型プロジェクタである。ラスターパターンは、必ずしも画像ソースのデータ
における直線格子と位置合わせせず、かつビデオ処理用構成要素１０２は、ラスターパタ
ーン上の適切な点に表示される表示ピクセルデータを生成するように動作する。例えば、
実施形態によっては、ビデオ処理用構成要素１０２は、ラスターパターンの走査軌道に沿
って表示ピクセル値を決定するために、ソース画像データにおけるピクセル間を垂直かつ
／または水平に補間する。
【０００８】
　光源１３０は、ビデオ処理用構成要素１０２から出力されるピクセルの駆動値を受信し
、かつこれに応答して、所定の無彩色スケール値（ｇｒａｙｓｃａｌｅ　ｖａｌｕｅｓ）
を有する変調された光ビームを生成する。光源１３０は、単色であっても、複数の異なる
カラー光源を含んでもよい。例えば、実施形態によっては、光源１３０は、赤、緑および
青の光源を含む。これらの実施形態において、ビデオ処理用構成要素１０２は、赤、緑お
よび青の光源の各々に対応するピクセル駆動値を出力する。
【０００９】
　実施形態によっては、光源１３０は、１つまたは複数のレーザ光生成手段を含んでもよ
い。例えば、実施形態によっては、光源１３０は、レーザダイオードを含んでもよい。こ
れらの実施形態において、光源１３０は、駆動信号を受け入れかつ／または調整するドラ
イバ回路も含んでもよい。例えば、ドライバ回路は、デジタル－アナログ（Ｄ／Ａ）変換
器、トランスインピーダンス増幅器、結合回路、バイアス回路、スイッチおよびこれらに
類似するものを含んでもよい。光源１３０からの変調光ビームは、案内光学素子１３４、
１３６を介してミラー１６２へ方向づけられる。光源１３０とミラー１６２との間の光路
内には、あらゆるタイプの光学素子が包含されてもよい。例えば、走査型レーザプロジェ
クタ１００は、コリメーティングレンズ、ダイクロイックミラーまたは他の任意の適切な
光学素子を含んでもよい。
【００１０】
　走査ミラー１６２は、光源１３０から変調光ビームを受けるように位置合わせされる。
実施形態によっては、走査ミラー１６２は、少なくとも１つの軸上を正弦波的に走査する
正弦波走査ミラーである。さらに、実施形態によっては、走査ミラー１６２は、前後に走
査し、かつゼロ位相値および正負ビデオ範囲位相値を介して掃引する瞬間的な走査位相を
有する。
【００１１】
　走査ミラー１６２は、ミラー駆動回路１１６から処理１９３上で受けとる電気刺激に応
答して、２軸上で光を偏向する。２軸上を移動しながら、走査ミラー１６２は、光源１３
０から提供される光を反射する。反射される変調された光ビームは、ラスターパターンを
掃引し、かつ光ビームの変調に伴って個々のピクセルを描画（ｐａｉｎｔ）し、結果的に
位置１８０に画像が表示される。走査ミラー１６２により掃引されるラスターパターンの
形状は、その２軸上のミラー動作の関数である。
【００１２】
　ＭＥＭＳ装置１６０は、光を二次元で走査する走査ミラーアセンブリの一例である。実
施形態によっては、走査ミラーアセンブリは、二次元（例えば、２軸上）で走査する単一
のミラーを含む。あるいは、幾つかの実施形態において、ＭＥＭＳ装置１６０は、一方が
１つの軸に沿ってビームを偏向しかつ他方が第１の軸に対してほぼ垂直である第２の軸に
沿ってビームを偏向する、２つの走査ミラーを含むアセンブリであってもよい。
【００１３】
　実施形態によっては、ＭＥＭＳ装置１６０およびミラー駆動回路１１６は、フィードバ
ックループの閉ループによって動作する。例えば、ＭＥＭＳ装置１６０は、ミラー位置に
関する情報を提供する同期信号を生成する１つまたは複数のセンサを含んでもよい。同期
信号は、走査ミラー１６２の水平掃引ごとに既知の回数遷移する（ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ
）水平同期信号であっても、走査ミラー１６２の垂直掃引ごとに既知の回数遷移する垂直
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同期信号であってもよい。ミラー駆動回路１１６は、同期信号を受信し、かつこれに応答
して処理１９３上の駆動信号を調整してもよい。また、ミラー駆動回路１１６は、ビデオ
処理用構成要素１０２へミラー位置情報を提供してもよく、ビデオ処理用構成要素１０２
は、この情報を利用して、光源１３０へ提供されるピクセルの駆動値を計時してもよい。
図１では、これらのフィードバックループの詳細が省略されている。
【００１４】
　ミラー駆動回路１１６は、任意の適切な方式で実現することができる。例えば、幾つか
の実施形態において、ミラー駆動回路１１６は、位相比較器、電圧制御式発振器、周波数
逓倍器および／または分割器およびこれらに類似するものを有する位相ロックループ回路
を含む。ミラー駆動回路１１６が実現されるこの方式は、本発明を限定するものではない
。
【００１５】
　ビデオ処理用構成要素１０２は、ピクセルバッファ１０６と、先読み回路１０４（ｌｏ
ｏｋ－ａｈｅａｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ、先行回路、予測回路）とを含む。作動中、ピクセル
バッファ１０６は、将来のある時点で光源を駆動するために使用されるピクセル駆動値を
記憶する。例えば、実施形態によっては、ピクセルバッファ１０６は、ピクセルの１つま
たは複数のビデオフレームを記憶する。これらの実施形態において、ピクセルバッファ１
０６のコンテンツは、将来のビデオフレームに表示されるピクセルを表す。また、例えば
、実施形態によっては、ピクセルバッファ１０６は、ピクセルの１つまたは複数のビデオ
ラインを記憶する。これらの実施形態において、ピクセルバッファ１０６のコンテンツは
、将来のビデオラインに表示されるピクセルを表す。
【００１６】
　実施形態によっては、ピクセルバッファ１０６は、１つまたは複数のデジタルメモリデ
バイスによって具現化される。例えば、一次元データアレイまたは二次元データアレイを
保持するために、ランダムアクセスメモリデバイスが使用されてもよい。また、例えば、
ピクセルバッファ１０６を実現するために、レジスタアレイが使用されてもよい。実施形
態によっては、ピクセルバッファ１０６は、複数の機器により同時にアクセスすることの
できるデュアルポートメモリデバイスを用いて具現化される。
【００１７】
　先読み回路１０４は、将来の最大ピクセル駆動値（および関連する最大レーザダイオー
ド駆動電流値）を決定するために、ピクセルバッファ１０６内の範囲で、遅れることなく
（ｉｎ　ｔｉｍｅ）「先読み、先行（ｌｏｏｋ－ａｈｅａｄ）」する。次に、先読み回路
１０４は、将来のピクセルを表示する際に光源１３０へ供給する適切な電源電圧を決定す
る。実施形態によっては、先読み回路１０４は、将来のピクセルを表示する時の光源１３
０の適正な動作のために必要な最小電源電圧を決定する。これらの実施形態において、最
小電源電圧は、必要とされるレーザダイオードの接合電圧（ｊｕｎｃｔｉｏｎ　ｖｏｌｔ
ａｇｅ）と、任意のドライバ回路の動作に対応するためのヘッドルーム値（ｈｅａｄｒｏ
ｏｍ　ｖａｌｕｅ、歪みをおこすまでの余裕値）との和に等しい。
【００１８】
　先読み回路１０４は、処理１０５上のプログラマブル電圧源１２０へ電源電圧値を「プ
ログラムされた値」として提供する。プログラム値は、プログラマブル電圧源に命令する
ために使用されるデジタル値であっても、プログラマブル電圧源が整合するように設計さ
れるアナログ電圧値であってもよい。
【００１９】
　作動中、プログラマブル電圧源は、処理１０５上で受け取るプログラムされた値に応答
して、電源電圧ＶＤＤを生成する。後にさらに説明するように、本発明の様々な実施形態
は、将来のビデオコンテンツに応答してレーザ光源へ提供される電源電圧を修正すること
により、多大な電力を節約する。
【００２０】
　プログラマブル電圧源１２０は、本発明の範囲を逸脱することなく、任意の適切な方式
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で実現されることができる。例えば、プログラマブル電圧源１２０は、非規制のスイッチ
ング電源であってもよい。
【００２１】
　図２は、本発明の様々な実施形態による、固定電源電圧（ｆｉｘｅｄ　ｐｏｗｅｒ　ｓ
ｕｐｐｌｙ　ｖｏｌｔａｇｅ）とプログラマブル電源電圧（ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　
ｐｏｗｅｒ　ｓｕｐｐｌｙ）との比較を示すグラフである。グラフ２００は、レーザダイ
オードが異なる電流により駆動される場合に経時的に結果として生じるレーザダイオード
接合電圧２２０を示す。駆動電流は、経時的なピクセル駆動値に一致する。電圧ヘッドル
ーム２４０は、ドライバ回路の適正な動作に要求される、レーザダイオード接合電圧を上
回る電圧値である。
【００２２】
　本発明の様々な実施形態は、電源電圧１２１を、固定電源電圧２１０ではなく、レーザ
ダイオード接合電圧２２０と電圧ヘッドルーム２４０との和に等しくなるようにプログラ
ムする。レーザ光源が、固定電源電圧２１０ではなくプログラマブル電源電圧１２１を用
いて給電されると、光源にかかる電圧降下の差分に起因して省電力２５０が達成される。
省電力は、後述する実施例において定量化される。
【００２３】
　図３のＡからＣは、本発明の様々な実施形態によるレーザ光源およびその簡略化した図
を示す。光源３００は、光源１３０（図１）に使用され得る１つの光源例である。図３の
Ａを参照すると、光源３００は、増幅器３２０と、駆動トランジスタ３３０（ｄｒｉｖｅ
　ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）と、検出抵抗器（Ｒｓ）３４０と、レーザダイオード３１０と
を含む。増幅器３２０、駆動トランジスタ３３０および検出抵抗器３４０は、アナログ電
流源を作り上げる。作動中は、ピクセル駆動電圧が増幅器３２０の正入力へ印加され、こ
れにより、駆動トランジスタがＲｓにより分割されるピクセル駆動電圧に等しい電流Ｉｄ
を導く。
【００２４】
　図３のＢは、駆動トランジスタ３３０を等価抵抗Ｒｘで置換し、かつ図３のＣは、Ｒｘ
とＲｓを結合等価抵抗Ｒｘｓとして結合している。レーザダイオード３１０が電流Ｉｄで
駆動されると、レーザダイオードをとおして電圧Ｖｄが生じる（ｒｅｓｕｌｔ　ａｃｒｏ
ｓｓ）。Ｖｘｓは、Ｒｘｓを通して降下（ｄｒｏｐ　ａｃｒｏｓｓ）されなければならな
い電圧であるＶＤＤ－Ｖｄを表す。Ｖｘｓが駆動トランジスタ３３０の適正な動作をサポ
ートするために必要なものよりも大きい範囲にある限り、電力は浪費される。本発明の様
々な実施形態は、電力を節約するためにビデオコンテンツの関数として変化するようにＶ
ＤＤをプログラムする。図３に示されているようなＶＤＤは、プログラマブル電源電圧１
２１（図１、図２）に相当する。
【００２５】
　図４は、本発明の様々な実施形態による、ある典型的なレーザダイオードＩ－Ｖ曲線を
示す。曲線４００は、仮定の赤色レーザダイオードの特性曲線であるが、様々な製造業者
による多くの異なるダイオードも極めて類似する特性を示す。異なる波長の色を放射する
レーザダイオードも、類似の特性を示すが、電圧および電流の縮尺（ｓｃａｌｅ）が異な
る場合がある。サンプル曲線４００は、論考のために例示されていて、如何なる場合も、
発明の範囲を限定するためのものではない。
【００２６】
　この分析の残りの部分は、曲線４００がレーザダイオード３１０（図３Ａ）の特性を表
すことを想定している。実質的に線形の曲線の場合、レーザダイオード接合電圧（Ｖｄ）
は、
【数１】
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として概算することが可能である。ここで、ｋは、傾きであり、かつＶ０は、ｙ－切片で
ある。図４の実施例において、これは、次式のようになる。
【数２】

 
【００２７】
　レーザダイオード電圧は、駆動電流の関数であって、その逆ではない点に留意すること
は重要である。ダイオードに亘る電圧（Ｖｄ）は、駆動電流の変動に伴って経時的に変化
する。
【００２８】
　図５は、本発明の様々な実施形態による省電力のグラフを示す。光源内で放散される電
力は、
【数３】

 
と表すことができる。ここで、Ｐは、レーザ駆動装置上で消費される合計電力であり、Ｉ
は、レーザ電流であり、Ｐｘｓは、等価電流制御抵抗およびアナログレーザ駆動装置内で
電力を節約できる唯一の場所であるサンプリング抵抗器上で消費される電力であり、ｋは
、レーザＩ－Ｖ曲線の傾きである。
【００２９】
　Ｐｘｓは、次式のように表すことができる。
【数４】

 
【００３０】
　式（４）から、光源電源電圧がレーザダイオードの順電圧（ｆｏｒｗａｒｄ　ｖｏｌｔ
ａｇｅ）降下に密接に従う場合、Ｒｘｓ上で消費される電力がより少ないことが分かる。
レーザ電流Ｉｄは、ビデオコンテンツ毎に変わり、かつＶｄも同様であることから、ビデ
オコンテンツの変化にＶＤＤを従わせれば、アナログ電流源レーザ駆動装置上のオーバー
ヘッド電力損失（ｏｖｅｒｈｅａｄ　ｐｏｗｅｒ　ｌｏｓｓ、間接的な電力損失）が低減
する。
【００３１】
　Ｐｘｓをゼロにできるものと想定すれば（例示を目的とする近似）、可変のＶＤＤの値
から結果的に得られる省電力量を次式のように表すことができる。

【数５】
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【００３２】
　結果的に曲線５００となるサンプル計算は、最大レーザ電流が６００ｍＡ用に設計され
かつ定電圧Ｖｆｉｘが２．６Ｖであることを想定している。曲線５００は、節約される電
力が極値において少なくなる、駆動電流と省電力との間の放物線関係を示している。レー
ザダイオードが平均電流２００ｍＡで動作されれば、２００ｍＡにおけるダイオード電圧
降下（Ｖｄ）は、１．８Ｖである。定光源電源電圧が２．６Ｖである場合、平均電力は、
３６０ｍＷと、直列抵抗器上のオーバーヘッド電力消費量との和である。光源電源電圧が
Ｖｄの変化に完全に追随すれば、１５０ｍＷを節約することができ、または、１５０／３
６０＝４１％の省電力を達成することができる。光源電源電圧がＶｄの変化に完全には追
随せず、追随係数７５％が想定されていれば、省電力は、３１％になる。
【００３３】
　図６は、本発明の様々な実施形態による先読み回路の詳細を示す。先読み回路６００は
、先読み回路１０４（図１）の一実装例である。先読み回路６００は、カウンタ６１０と
、モジュロ演算子６２０（ｍｏｄｕｌｏ　ｏｐｅｒａｔｏｒ）と、ピーク検出器６３０と
、電流電圧マッピング回路６３２と、加算器６４０と、デジタル－アナログ変換器６５０
とを含む。
【００３４】
　作動中、カウンタ６１０は、ピクセルバッファ１０６内の個々の将来のピクセルを計数
しかつアドレス指定する。これに応じて、ピクセルバッファ１０６は、将来のピクセル値
をピーク検出器６３０へ提供する。ピクセルバッファ１０６は、ピクセル値を、輝度値（
ｌｕｍｉｎａｎｃｅ　ｖａｌｕｅ）、明度値（ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ　ｖａｌｕｅ）、駆
動電流値、または、最終的に光源の電圧値へマッピングすることが可能な他の任意のタイ
プの値として記憶してもよい。
【００３５】
　ピーク検出器６３０は、「ウィンドウサイズ」によって特定される将来の期間（ｔｉｍ
ｅ　ｐｅｒｉｏｄ、時間周期）に亘る将来のピークピクセル値を決定する。モジュロ演算
子は、カウンタ値がウィンドウサイズによって割り切れる度毎にピーク検出器をリセット
する。これは、ウィンドウサイズにより特定される将来のピクセルグループ毎に新しいピ
ークが検出されている図７に示されている。
【００３６】
　幾つかの実施形態において、ウィンドウサイズは、単一のビデオラインに相当する。こ
れらの実施形態では、プログラマブル電圧源がビデオライン毎に一回変化する。他の実施
形態において、ウィンドウサイズは、ビデオラインより少ない。これらの実施形態では、
プログラマブル電圧源がライン毎に複数回変化する。さらなる実施形態において、ウィン
ドウサイズは、ビデオフレームに等しい。これらの実施形態では、プログラマブル電圧源
がビデオフレーム毎に一回変化する。
【００３７】
　ピーク検出器６３０は、将来のピークピクセル値を電流電圧マッピング回路（Ｉ／Ｖ　
ＭＡＰ）６３２へ提供する。幾つかの実施形態において、Ｉ／Ｖ　ＭＡＰ６３２は、将来
のピクセル値をレーザダイオード電圧値へマッピングする。例えば、再度図４を参照する
と、実施形態によっては、Ｉ／Ｖ　ＭＡＰ６３２は、２００ｍＡを１．８Ｖへマッピング
する。他の実施形態では、Ｉ／Ｖ　ＭＡＰ６３２は、ピクセルバッファ１０６に記憶され
ている輝度値または他のタイプの値を電圧値へマッピングする。
【００３８】
　加算器６４０は、電圧のヘッドルーム値を、Ｉ／Ｖ　ＭＡＰ６３２により提供される電
圧値に加算する。これは、プログラマブル電源電圧１２１（図１、図２）に到達するため
にレーザダイオード接合電圧２２０（図２）へ加算される電圧ヘッドルーム２４０（図２
）に相当する。デジタル－アナログ変換器６５０は、加算器６４０からの出力をアナログ
電圧に変換し、かつこれをプログラマブル電源へプログラム値１０５として提供する。
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【００３９】
　幾つかの実施形態において、Ｉ／Ｖ　ＭＡＰ６３２は、ピクセルバッファ１０６のコン
テンツをプログラム値へ直にマッピングし、加算器６４０が省略される。他の実施形態に
おいて、ピクセルバッファ１０６は、プログラムされた電源値を将来のピクセル値と共に
包含し、ピーク検出器６３０がプログラムされたピーク値を直に見出す。これらの実施形
態では、Ｉ／Ｖ　ＭＡＰ６３２および加算器６４０が省略されてもよい。
【００４０】
　先読み回路６００は、適切なあらゆる方法で実現されることができる。例えば、幾つか
の実施形態において、先読み回路６００は、デジタルカウンタ、比較器、加算器およびこ
れらに類似するものを含む特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）の適用で実現される。また
、例えば、実施形態によっては、先読み回路６００は、デジタル回路ならびにデジタル－
アナログ変換器６５０を含む混合信号ＡＳＩＣで実現される。
【００４１】
　図７は、図６の先読み回路の動作を示す。図７に示されているように、将来の時間周期
（ｔｉｍｅ ｐｅｒｉｏｄ、期間）でピークピクセル値が見出される。時間周期の長さは
、ウィンドウサイズによって特定されることで変化する。各時間周期内にグループ分けさ
れるべきピクセルの数は、プログラマブル電源を変調できる速度およびシステムが許容で
きるスイッチングノイズの量を含む多くの要素に依存する。レーザ電流は、アナログ電流
源によって制御されかつ調整されることから、電源出力上に存在するリップル電圧は何れ
も、必ずしもレーザ出力に結合されなくてもよい。したがって、実施形態によっては、電
源電圧のリップルの仕様を緩和することができる。例えば、１つのウィンドウとしてビデ
オラインがグループ分けされていれば、電源は、約２０ｋＨｚにおいて変調される。（弛
緩された電圧リプル仕様に起因して）電源を２００ｋＨｚにおいて変調できれば、別々の
１０の時間周期においてビデオラインをグループ分けすることができる。
【００４２】
　図８は、本発明の様々な実施形態による、ラインバッファと通信する先読み回路を示す
。図８が表す実施形態において、ピクセルバッファ１０６は、フレームバッファと、ライ
ンバッファとを含む。フレームバッファ８１０は、将来のピクセルデータの１つまたは複
数のビデオフレームを保持する。ラインバッファ８２０は、将来のピクセルデータの１つ
または複数のラインを保持する。作動中、ビデオ処理回路１０２（図１）は、着信するビ
デオを処理し、かつフレームバッファ８１０を将来のフレームのピクセルデータで満たし
、ラインバッファ８２０は、フレームバッファ８１０からのピクセルデータラインで周期
的にロードされる。
【００４３】
　図８が表す実施形態において、先読み回路１０４は、ラインバッファ８２０から将来の
ピクセルデータを受信し、かつ将来印加する電源のプログラム値を決定する。実施形態に
よっては、プログラム値は、ビデオライン毎に一回変更され、他の実施形態では、プログ
ラム値は、ビデオライン毎に複数回変更される。
【００４４】
　図９は、本発明の様々な実施形態による、プロセッサを含む先読み回路を示す。先読み
回路９００は、先読み回路１０４（図１）の一実装例である。先読み回路９００は、プロ
セッサ９１０と、メモリ９２０と、デジタル－アナログ変換器６５０とを含む。
【００４５】
　プロセッサ９１０は、メモリ９２０の状態に基づいて動作を実行することができる、任
意の種類の有限状態機械であってもよい。例えば、プロセッサ９１０は、乗算器、加算器
、カウンタ、積算器、レジスタ、マルチプレクサ、デコーダおよびこれらに類似するもの
を含むデジタル回路を含んでもよい。実施形態によっては、プロセッサ９１０は、本明細
書に記述しているような先読み操作用に特別に設計されるカスタムＡＳＩＣの一部である
。他の実施形態において、プロセッサ９１０は、マイクロプロセッサ、デジタル信号プロ
セッサ、マイクロコントローラまたはこれらに類似するものの市販のプロセッサである。
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【００４６】
　メモリ９２０は、状態情報を記憶することができる電子機器である。例えば、メモリ９
２０は、集積回路の金属層により相互接続されるフローティングゲートトランジスタから
成る記憶素子のアレイを含んでもよい。記憶素子は各々、フローティングゲート上の電荷
量を変えることによって状態情報を記憶してもよい。また、例えば、メモリ９２０は、相
補形金属酸化膜半導体（ＣＭＯＳ）プロセスを用いて製造されるトランジスタから成るス
タティックランダムアクセスメモリセルのアレイを含んでもよい。これらの実施形態にお
いて、状態情報は、記憶された電荷を様々なトランジスタノードまたは容量性素子上で捕
捉することを含む、多くの異なる機構を用いて記憶されてもよい。
【００４７】
　作動中、プロセッサ９１０は、メモリ９２０内の記憶された状態情報を検出し、かつこ
れに対する順次的な操作を実行する。例えば、プロセッサ９１０は、ピクセルバッファ１
０６から将来のピクセル駆動値を要求し、ピーク値を検出しかつレーザ光源電源電圧のプ
ログラム値を決定してもよい。実施形態によっては、プロセッサ９１０は、ピクセルバッ
ファ１０６に記憶されるビデオデータライン当たり１つのピーク値を検出し、かつ他の実
施形態では、プロセッサ９１０は、ピクセルバッファ１０６に記憶されるビデオデータラ
イン当たり２つ以上のピーク値を検出する。
【００４８】
　図１０は、本発明の様々な実施形態による、複数の先読み回路を有する走査型レーザプ
ロジェクタの一部分を示す。図１０が表す実施形態は、赤、緑および青に各々１つである
、別々の３つのレーザ光源を含む。また、３つの光源の各々に１つである、別々の３つの
プログラマブル電圧源も含まれる。ビデオ処理回路１００２は、各色毎に別個の先読み回
路を含む。赤の先読み（ＲＥＤ　Ｌ－Ａ）回路は、赤色光源の将来のピクセルデータを観
察し、青の先読み回路は、青色光源の将来のピクセルデータを観察し、かつ緑の先読み回
路は、緑色光源の将来のピクセルデータを観察する。
【００４９】
　先読み回路は各々、１００５においてプログラム値をプログラマブル電圧源へ提供し、
次いで、各プログラマブル電圧源は、１０２１において異なる電圧を光源へ提供する。１
０２１における電圧は、これらの電圧が導出された元の１００７におけるピクセル駆動値
に対応するように時間を設定される。
【００５０】
　図１１は、本発明の様々な実施形態による方法を示すフロー図である。幾つかの実施形
態において、方法１１００またはその一部分は、先の図にその実施形態が示されている走
査型レーザプロジェクタによって実行される。他の実施形態では、方法１１００は、一連
の回路または電子システムによって実行される。方法１１００は、本方法を実行する特定
タイプの装置によって限定されない。さらに、実施形態によっては、図１１に挙げられて
いる幾つかの操作が方法１１００から省かれる。
【００５１】
　図示されている方法１１００は、ブロック１１１０で始まり、ブロック１１１０におい
て、走査型レーザプロジェクタにより将来照射されるべき複数のピクセルに亘るレーザダ
イオードの最大電流駆動値が決定される。幾つかの実施形態において、これは、先読み回
路１０４（図１）、先読み回路６００（図６）または先読み回路９００（図９）等の先読
み回路の動作に相当する。電流駆動値は、ピクセルバッファ１０６（図１）等のピクセル
バッファに記憶される。
【００５２】
　実施形態によっては、将来照射されるべき複数のピクセルは、ピクセルの１つのビデオ
ラインに相当し、かつ他の実施形態において、将来照射されるべき複数のピクセルは、ピ
クセルの１未満のビデオラインに相当する。さらなる実施形態では、将来照射されるべき
複数のピクセルは、１つのビデオデータフレームに相当する。将来照射されるべき複数の
ピクセルの数は、図６および図７に示されているように、ウィンドウサイズによって特定
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されてもよい。
【００５３】
　幾つかの実施形態において、レーザダイオード電流駆動値は、ピクセルバッファに直に
記憶され、かつ先読み回路は、ピクセルバッファから電流駆動値を読み取る。他の実施形
態では、輝度値がピクセルバッファに記憶され、先読み回路が輝度値を読み取り、次いで
これらをレーザダイオード電流駆動値へマッピングする。
【００５４】
　１１２０では、電流駆動装置がレーザダイオードを１１１０において求められる最大電
流駆動値で駆動するために必要な最小電源電圧が決定される。実施形態によっては、これ
は、レーザダイオード電流をダイオード電圧と電圧ヘッドルーム値との和にマッピングす
ることに相当する。これは、単一のマッピング動作によって達成されても、アナログ電流
駆動装置の適正な動作を許容すべく、まずレーザダイオード電流をダイオード電圧にマッ
ピングし、次に電圧ヘッドルーム値を合計することによって達成されてもよい。
【００５５】
　１１３０では、電源が、１１２０で求められた電源電圧を提供するようにプログラムさ
れる。電源電圧の印加は、複数のピクセルが照射される期間と一致するように計時される
。これは、先読み回路がプログラマブル電圧源１２０（図１）等のプログラマブル電源へ
プログラム値を提供することに相当する。
【００５６】
　図１２は、本発明の様々な実施形態によるモバイル機器を示すブロック図である。図１
２に示されているように、モバイル機器１２００は、無線インタフェース１２１０と、プ
ロセッサ１２２０と、メモリ１２３０と、走査型プロジェクタ１００とを含む。走査型プ
ロジェクタ１００は、１８０にラスター画像をペイントする。走査型プロジェクタ１００
は、先行図を参照してこれまでに述べたような走査型レーザプロジェクタである。例えば
、走査型プロジェクタ１００は、先に述べたように、先読み回路およびプログラマブル電
圧源を含んでもよい。
【００５７】
　走査型プロジェクタ１００は、任意の画像源（ｉｍａｇｅ　ｓｏｕｒｃｅ）から画像デ
ータを受信することができる。例えば、幾つかの実施形態において、走査型プロジェクタ
１００は、静止画像を保持するメモリを含む。他の実施形態では、走査型プロジェクタ１
００は、動画像を含むメモリを含む。さらなる実施形態において、走査型プロジェクタ１
００は、コネクタ、無線インタフェース１２１０、有線インタフェースまたはこれらに類
似するもの等の外部ソースから受信される像を表示する。
【００５８】
　無線インタフェース１２１０は、任意の無線送信および／または受信機能を含んでもよ
い。例えば、幾つかの実施形態において、無線インタフェース１２１０は、無線ネットワ
ーク上で通信することができるネットワークインタフェースカード（ＮＩＣ）を含む。ま
た、例えば、実施形態によっては、無線インタフェース１２１０は、セルラ電話機能を含
んでもよい。さらなる実施形態では、無線インタフェース１２１０は、全地球測位システ
ム（ＧＰＳ）受信機を含んでもよい。当業者には、無線インタフェース１２１０は、本発
明の範囲を逸脱することなくあらゆるタイプの無線通信機能を含み得ることが理解される
であろう。
【００５９】
　プロセッサ１２２０は、モバイル機器１２００における様々な構成要素と通信すること
ができるあらゆるタイプのプロセッサであってもよい。例えば、プロセッサ１２２０は、
特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）供給者から入手可能な埋込み式プロセッサであっても
、市販のマイクロプロセッサであってもよい。実施形態によっては、プロセッサ１２２０
は、走査型プロジェクタ１００へ画像またはビデオデータを提供する。画像またはビデオ
データは、無線インタフェース１２１０から検索されても、無線インタフェース１２１０
から検索されるデータから導出されてもよい。例えば、プロセッサ１２２０を介して、走
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査型プロジェクタ１００は、無線インタフェース１２１０から直に受信される画像または
ビデオを表示してもよい。また、例えば、プロセッサ１２２０は、無線インタフェース１
２１０から受信される画像および／またはビデオへ加えるためにオーバーレイを提供して
もよく、または、無線インタフェース１２１０から受信されるデータに基づいて、記憶さ
れる像を変更してもよい（例えば、無線インタフェース１２１０が位置座標を提供するＧ
ＰＳ実施形態における地図表示の修正）。
【００６０】
　図１３は、本発明の様々な実施形態によるモバイル機器を示す。モバイル機器１３００
は、通信能力のある、または通信能力のない手持ち式の投影機器であってもよい。例えば
、実施形態によっては、モバイル機器１３００は、他の機能がほとんどない、または全く
ない手持ち式投影機器であってもよい。また、例えば、実施形態によっては、モバイルデ
バイス１３００は、例えば携帯電話、スマートフォン、タブレット型コンピュータ（ｔａ
ｂｌｅ　ｃｏｍｐｕｔｅｒ）、全地球測位システム（ＧＰＳ）受信機またはこれらに類似
するものを含む、通信に使用可能な機器であってもよい。さらに、モバイル機器１３００
は、無線（例えば、セルラ）接続を介してより大きいネットワークへ接続されてもよく、
または、この機器は、規制されていないスペクトル（例えば、ＷｉＦｉ）接続を介してデ
ータメッセージまたはビデオコンテンツを受領することができる。
【００６１】
　モバイル機器１３００は、１８０に光によって画像を作り出すための走査型プロジェク
タ１００を含む。モバイル機器１３００は、他のタイプの回路も多く含んでいるが、明瞭
さのために図１３では故意に省略されている。
【００６２】
　モバイル機器１３００は、ディスプレイ１３１０と、オーディオポート１３０２と、制
御ボタン１３０４と、カードスロット１３０６と、オーディオ／ビデオ（Ａ／Ｖ）ポート
１３０８とを含む。これらの要素は、何れも必須ではない。例えば、モバイル機器１３０
０は、ディスプレイ１３１０、オーディオポート１３０２、制御ボタン１３０４、カード
スロット１３０６またはＡ／Ｖポート１３０８の何れもなく、走査型プロジェクタ１００
のみを含んでもよい。幾つかの実施形態は、これらの要素のサブセットを含む。例えば、
アクセサリプロジェクタ製品は、走査型プロジェクタ１００と、制御ボタン１３０４とＡ
／Ｖポート１３０８とを含んでもよい。
【００６３】
　ディスプレイ１３１０は、あらゆるタイプのディスプレイであってもよい。例えば、実
施形態によっては、ディスプレイ１３１０は、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）画面を含む。
ディスプレイ１３１０は、入力機器としても使用可能であるように接触感知ディスプレイ
であってもよい。ディスプレイ１３１０は、領域１８０に投影される同じコンテンツまた
は異なるコンテンツを常に表示してもよい。例えば、あるアクセサリプロジェクタ製品は
、常に同じコンテンツを表示することができるのに対して、携帯電話の形態は、領域１８
０にあるタイプのコンテンツを投影し、同時にディスプレイ１３１０に異なるコンテンツ
を表示してもよい。
【００６４】
　Ａ／Ｖポート１３０８は、ビデオ及び／またはオーディオ信号を受け入れかつ／または
送信する。例えば、Ａ／Ｖポート１３０８は、デジタルオーディオおよびビデオデータの
伝送に適するケーブルを受け入れる、高精細度マルチメディアインタフェース（ＨＤＭＩ
（登録商標））インタフェース等のデジタルポートであってもよい。さらに、Ａ／Ｖポー
ト１３０８は、複合入力を受け入れるためにＲＣＡジャックを含んでもよい。さらに、Ａ
／Ｖポート１３０８は、アナログビデオ信号を受け入れるためにＶＧＡコネクタを含んで
もよい。実施形態によっては、モバイル機器１３００は、Ａ／Ｖポート１３０８を介して
外部信号ソースへ繋がれてもよく、かつモバイル機器１３００は、Ａ／Ｖポート１３０８
を介して受け入れられるコンテンツを投影してもよい。他の実施形態では、モバイル機器
１３００は、コンテンツの発信元であってもよく、かつＡ／Ｖポート１３０８は、コンテ
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ンツを異なる機器へ送信するために使用される。
【００６５】
　オーディオポート１３０２は、オーディオ信号を提供する。例えば、実施形態によって
は、モバイル機器１３００は、オーディオおよびビデオを記憶しかつ再生することが可能
なメディアプレーヤである。これらの実施形態において、ビデオは、１８０に投射されて
もよく、かつオーディオは、オーディオポート１３０２において出力されてもよい。他の
実施形態では、モバイル機器１３００は、Ａ／Ｖポート１３０８でオーディオおよびビデ
オを受信するアクセサリプロジェクタであってもよい。これらの実施形態では、モバイル
機器１３００は、１８０においてビデオコンテンツを投影し、かつオーディオポート１３
０２においてオーディオコンテンツを出力してもよい。
【００６６】
　モバイル機器１３００は、カードスロット１３０６も含む。実施形態によっては、カー
ドスロット１３０６に挿入されるメモリカードは、オーディオポート１３０２で出力され
るべきオーディオおよび／または１８０で投影されるべきビデオデータのソースを提供し
てもよい。カードスロット１３０６は、例えばマルチメディアメモリカード（ＭＭＣ）、
メモリスティックＤＵＯ、セキュアデジタル（ＳＤ）メモリカードおよびスマートメディ
アカードを含む、あらゆるタイプのソリッドステートメモリデバイスを受け入れてもよい
。前述のリストは、例示を意図するものであり、網羅的なものではない。
【００６７】
　制御ボタン１３０４は、如何なる目的で使用されてもよい。例えば、実施形態によって
は、制御ボタン１３０４は、ディスプレイ１３１０上のメニューシステムを誘導するため
に使用されてもよい。
【００６８】
　図１４は、本発明の様々な実施形態によるヘッドアップディスプレイシステムを示す。
プロジェクタ１００は、１４００にヘッドアップディスプレイを投影するように車両ダッ
シュ内に取り付けられて示されている。図１４には、自動車用ヘッドアップディスプレイ
が示されているが、これは、本発明の限定事項ではない。例えば、本発明の様々な実施形
態には、航空電子工学アプリケーション、航空管制アプリケーションおよび他のアプリケ
ーションにおけるヘッドアップディスプレイが含まれる。
【００６９】
　図１５は、本発明の様々な実施形態によるめがね型機器（ｅｙｅｗｅａｒ）を示す。め
がね型機器１５００は、めがね型機器の視界内にディスプレイを投影するためにプロジェ
クタ１００を含む。実施形態によっては、めがね型機器１５００は、透視性であり、かつ
他の実施形態では、めがね型機器１５００は、不透明である。例えば、めがね型機器１５
００は、着用者が現実世界にオーバーレイされたプロジェクタ１００からのディスプレイ
を見ることができる拡張現実アプリケーションにおいて使用されてもよい。また、例えば
、めがね型機器１５００は、着用者の視界全体がプロジェクタ１００によって生成される
仮想現実アプリケーションにおいて使用されてもよい。図１５には、プロジェクタ１００
が１つだけ示されているが、これは、本発明の限定事項ではない。例えば、実施形態によ
っては、めがね型機器１５００は、片眼ずつ１つである２つのプロジェクタを含む。
【００７０】
　図１６は、本発明の様々な実施形態によるゲーム機を示す。ゲーム機１６００は、一人
または複数のユーザがゲーム環境を観察しかつこれと相互作用できるようにする。実施形
態によっては、ゲームは、走査型レーザプロジェクタ１００を含む装置であるゲーム機１
６００の動作、位置または方向性に基づいて誘導される。また、手動操作式ボタン、フッ
トペダルまたは言葉による指示等の他の制御インタフェースも、ゲーム環境を取り巻く誘
導またはゲーム環境との相互作用に寄与し得る。例えば、実施形態によっては、トリガ１
６４２は、一人または複数のユーザが、「主観視点のシューティングゲーム」として周知
の主観視点のビデオゲーム環境にいるという幻影に寄与する。投影されるディスプレイの
サイズおよび明るさは、ユーザの動作と組み合わされたゲームのアプリケーションによっ
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て制御され得ることから、ゲーム機１６００は、これらのユーザにとってかなり信用でき
る、または「没入型」環境を創出する。
【００７１】
　また、３Ｄ地震時地盤探査、宇宙遊泳プラニング、ジャングル林冠の探査、自動車安全
講習、医学教育、他のようなアクティビティに関しても、ゲーム機１６００によって他の
多くの主観視点のシミュレーションを創出することができる。触覚インタフェース１６４
４は、反跳、振動、震え、轟音等の様々な出力信号を提供してもよい。また、触覚インタ
フェース１６４４は、タッチ感知ディスプレイ画面またはスタイラスを必要とするディス
プレイ画面等のタッチ感知入力機能も含んでもよい。本発明の様々な実施形態には、追加
的な触覚インタフェース、例えば動作感知プローブ用入力および／または出力機能、も含
まれる。
【００７２】
　また、ゲーム機１６００は、一体型オーディオスピーカ、リモートスピーカまたはヘッ
ドフォン等のオーディオ出力機器も含んでもよい。これらの種類のオーディオ出力機器は
、ゲーム機１６００へ配線により、または無線技術を介して接続されてもよい。例えば、
無線ヘッドフォン１６４６は、ブルートゥース（登録商標）接続を介してユーザに音響効
果を提供するが、ブルートゥース（登録商標）接続は、あらゆる種類の類似する無線技術
に自由に置換可能である。実施形態によっては、複数のユーザ、指導者または観察者が通
信できるように、無線ヘッドフォン１６４６は、マイクロフォン１６４５または両耳用マ
イクロフォン１６４７を含んでもよい。両耳用マイクロフォン１６４７は、典型的には、
ユーザの頭の影により変更される音を捕捉するために、各イヤピースにマイクロフォンを
含む。この特徴は、他のシミュレーション参加者による両耳の聴きとりおよび音源の局所
化のために使用されてもよい。
【００７３】
　ゲーム機１６００は、距離、周囲の明るさ、動き、位置、方向およびこれらに類似する
ものを測定する任意数のセンサ１６１０を含んでもよい。例えば、ゲーム機１６００は、
絶対方位をデジタルコンパスで検出し、かつ相対動作をｘ－ｙ－ｚジャイロスコープまた
は加速度計で検出してもよい。実施形態によっては、ゲーム機１６００は、機器の相対的
な向きまたはその急激な加速または減速を検出するために、第２の加速度計またはジャイ
ロスコープも含む。他の実施形態では、ゲーム機１６００は、地上空間におけるユーザの
移動に伴って絶対位置を検出するために、全地球測位衛星（ＧＰＳ）センサを含んでもよ
い。
【００７４】
　ゲーム機１６００は、バッテリ１６４１および／または診断用光源１６４３を含んでも
よい。例えば、バッテリ１６４１は、充電式バッテリであってもよく、かつ診断用光源１
６４３は、バッテリの電流充電を表示する可能性もある。別の実施例では、バッテリ１６
４１は、取り外し可能なバッテリクリップであってもよく、かつゲーム機１６００は、放
電したバッテリを充電したバッテリに交換する間のゲーム機の動作継続を見込んで追加の
バッテリ、電気キャパシタまたはスーパーキャパシタを有してもよい。他の実施形態では
、診断用光源１６４３は、ユーザまたはサービス技術者に、この機器内に包含される、ま
たはこの機器へ接続される電子部品の状態を知らせることができる。例えば、診断用光源
１６４３は、受信される無線信号の強度、またはメモリカードの有無を表示してもよい。
また、診断用光源１６４３は、有機発光ダイオードまたは液晶ディスプレイ画面等の任意
の小画面に交換されることも可能である。このような光または画面は、このゲーム機の外
殻が半透明または透明であれば、ゲーム機１６００の外面上または表面下に存在すること
も可能である。
【００７５】
　ゲーム機１６００の他の部品は、この装置から取り外し可能、着脱可能または分離可能
であってもよい。例えば、走査型レーザプロジェクタは、ゲーム機の筐体１６４９から着
脱可能であっても、分離可能であってもよい。実施形態によっては、走査型レーザプロジ
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ェクタの従属部品（ｓｕｂｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）は、ゲーム機の筐体１６４９から着脱可
能であっても、分離可能であってもよく、それでもなお機能する。
【００７６】
　本発明を、所定の実施形態に関連して記述してきたが、当業者には容易に理解されるよ
うに、本発明の範囲を逸脱することなく変更および変形を施し得ることは理解されるべき
である。上述の説明が単に例示のために行われ、本発明の範囲を限定するものとして行わ
れたものでないことは明確に理解されるべきである。

【図１】 【図２】

【図３】



(17) JP 6603706 B2 2019.11.6

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】



(18) JP 6603706 B2 2019.11.6

【図１１】 【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】



(19) JP 6603706 B2 2019.11.6

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２０１４－０９２６４９（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２０１４／０１０４５０１（ＵＳ，Ａ１）　　
              特表２０１２－５３０２６４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０５－３０８４８２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－２０５４４５（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２００１／００３３４１０（ＵＳ，Ａ１）　　
              米国特許出願公開第２０１３／０００３０２６（ＵＳ，Ａ１）　　
              米国特許出願公開第２００８／０１０６４９３（ＵＳ，Ａ１）　　
              米国特許出願公開第２０１１／００８０５３３（ＵＳ，Ａ１）　　
              中国特許出願公開第１０２４７４５８１（ＣＮ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０２Ｂ　　２６／１０　　　　
              Ｈ０４Ｎ　　　５／７４　　　　
              Ｈ０１Ｓ　　　５／００　－　　５／５０　　
              Ｈ０４Ｎ　　　９／１２　－　　９／３０
              Ｇ０９Ｇ　　　３／０２　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

